
３．ハザードマップの内容
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ため池ハザードマップについて
 「防災重点ため池」が決壊した場合に、被害が予想される
範囲や避難場所を表示しています。
 広島市では、広島県が公表する「ため池浸水想定区域」を
基に、ハザードマップを順次作成しています。

決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設等が存在し、
人的被害を与えるおそれのあるため池のこと。

防災重点ため池

大地震などによりため池が決壊した場合に想定される被害範囲を示し
たもの。広島県が順次作成しており、「広島県ため池マップ」で確認
できます。https://www2.wagmap.jp/pref-hiroshima/Portal

ため池浸水想定区域
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 各地点において想定される
最大の深さを４段階で表示
しています。

ため池浸水想定区域地図面
1
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 ため池決壊後の氾濫水の
到達時間を表示していま
す。

到達時間地図面
2
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 避難時の危険箇所として、
土砂災害警戒区域を記載し
ています。
 ため池決壊と同時発生した
場合には、表示している範
囲以外でも浸水や土砂災害
による被害が発生するおそ
れがあります。

土砂災害地図面
３
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指定緊急避難場所・指定避難所等地図面
4

 災害の種類（洪水・土砂
災害・地震・津波・高潮）
によって開設される指定
緊急避難場所は異なりま
す。
 開設した場合は、広島市
防災ポータル、市防災情
報メールやテレビなどで
お知らせします。
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ため池決壊による浸水の深さを
想定した避難の流れ

 浸水の深さによって、避難⽅法は異なります。いざというときに、
どのように⾏動するか、家族や地域で話し合いましょう。

情報面
１
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情報面
２ 正確な情報を入手しよう
ため池決壊の危険性が高まったこ

とによる避難情報の発令を⾏うこと
はありません。
但し、土砂災害や洪水など、他の

災害では危険性の高まりに応じて、
避難情報を発令しますので避難開始
の参考としてください。
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 どのような災害が想定されているか
 どのような避難⾏動をとれば良いか
 どのタイミングで避難⾏動をとることが望ましいか

ハザードマップで、これらの情報を確認し、さらに･･･

ため池ハザードマップの活用について
ハザードマップが配布されたら、みなさんにお願いしたいこと

実際に避難所まで
歩いてみる

地域の防災訓練に
参加する

ほかのハザードマップも
確認する

土砂災害
洪水、浸水（内水）

高潮、津波
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